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▼
交
差
点
ま
た
は
そ
の
付
近

交
差
点
内
を
避
け
、
道
路

の
左
側
に
寄
っ
て
、
一
時

停
止
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
一
般
の
道
路

緊
急
自
動
車
が
接
近
し
て

き
た
場
合
は
、
道
路
の
左

側
に
寄
っ
て
、
進
路
を

譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
狭
い
道
路

緊
急
自
動
車
の
通
行
に
支

障
が
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
自
転
車
走
行
中
や
歩
行
中

自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
人

や
歩
道
の
な
い
道
路
を
歩

い
て
い
る
人
は
、
走
行
・
歩

行
を
止
め
進
路
を
譲
っ
て

く
だ
さ
い
。

消
防
車
や
救
急
車
な
ど
の
緊
急

車
両
は
、
一
刻
も
早
く
火
災
な
ど

の
災
害
現
場
に
到
着
し
、
被
害
を

最
小
限
に
す
る
た
め
の
消
防
活
動

を
行
っ
た
り
、
け
が
や
病
気
の
人

を
速
や
か
に
医
療
機
関
へ
搬
送
し

た
り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
道
路
の
右
側
部
分
に

車
体
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
は
み

出
し
て
通
行
す
る
こ
と
や
、
赤
信

号
の
交
差
点
に
進
入
で
き
る
こ
と

な
ど
の
特
例
が
、
法
律
で
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
緊
急
自
動
車
が
安
全

に
通
行
す
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん

の
協
力
も
必
要
で
す
。
緊
急
自
動

車
が
接
近
し
て
き
た
場
合
は
、
次

の
よ
う
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

緊
急
車
両
の
走
行
に

　
　
　
　
　
ご
理
解
と
ご
協
力
を

　

一
般
家
庭
・
事
業
所
を
問

わ
ず
、
消
火
器
な
ど
の
訪
問

販
売
や
、
訪
問
点
検
に
よ
る

被
害
が
市
内
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

訪
問
業
者
は
言
葉
巧
み
に

消
火
器
な
ど
を
高
額
で
販
売

し
た
り
、
点
検
を
口
実
と
し

て
多
額
の
費
用
を
請
求
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
被
害
を
防

止
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う

な
言
葉
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
「
消
防
の
ほ
う
か
ら
来
ま

　

し
た
」

あ
い
ま
い
な
言
い
方
で
消

防
職
員
や
市
職
員
を
装
う
。

▼
「
法
律
が
変
わ
り
、
一
般

の
家
庭
に
も
消
火
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
」

　

偽
り
の
説
明
で
購
入
を
促

　

す
。

▼
「
消
火
器
の
設
置
状
況
を

確
認
し
ま
す
」

自
宅
や
事
業
所
内
の
正
常

な
消
火
器
で
も
有
効
期
限

切
れ
な
ど
と
偽
っ
て
交
換

さ
せ
る
。

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

　

消
防
署
で
は
、
消
火
器
な

ど
の
販
売
や
あ
っ
せ
ん
は
一

切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
訪
問

業
者
を
あ
や
し
い
と
感
じ
た

ら
、
身
分
証
明
書
の
提
示
を

求
め
ま
し
ょ
う
（
た
だ
し
、
身

分
証
明
書
を
持
参
し
て
い
る
か
ら

と
安
心
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
身

分
証
明
書
は
、
相
手
の
身
分
を
確

認
す
る
だ
け
で
、
不
適
切
な
業
者

で
は
な
い
と
い
う
証
明
に
は
な
り

ま
せ
ん
）。

　

一
般
家
庭
で
は
、
初
期
消

火
に
有
効
で
あ
る
消
火
器
を

設
置
す
る
よ
う
勧
め
て
い
ま

す
が
、
設
置
の
義
務
は
あ
り

ま
せ
ん
。
点
検
や
消
火
薬
剤

を
交
換
す
る
義
務
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

訪
問
業
者
に
よ
る
販
売
な

ど
を
不
安
に
感
じ
た
場
合
は
、

あ
い
ま
い
な
意
思
表
示
や
サ

イ
ン
・
押
印
を
せ
ず
に
、
毅き

然ぜ
ん

と
し
た
態
度
で
は
っ
き
り

と
断
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

不
適
正
な
点
検
や
高
額
請

求
を
す
る
業
者
で
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
警
察
署
や
消
防
署
、

消
費
者
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

除雪のお願い
　消火栓や防火水槽が雪に埋もれた状態で火災が発
生すると、消火する水の確保に時間がかかり、被害
を最小限に食い止めることが難しくなります。

消防署でも、消火栓などが雪で隠れないように除
雪作業を行っていますが、市内に多数設置している
すべてを除雪することはできません。
　お住いの地域で除雪を
行うときは、除雪した雪
で消火栓などを埋めない
ように注意してください。
また、雪に埋もれた消火
栓などがありましたら除
雪にご協力ください。

緊
急
車
両
は
走
行
中
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
す
こ
と
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
夜
間
で
も

サ
イ
レ
ン
を
止
め
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

サ
イ
レ
ン
音
に
つ
い
て
も
ご
理

解
を
願
う
と
と
も
に
、
円
滑
な
緊

急
走
行
の
た
め
に
も
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

備えよう住宅用火災警報
１０年経ったら取り替えましょう！

違反対象物公表制度　4 月 1 日運用開始
詳しくは彦根市ホームページをご覧ください

ご
注
意
く
だ
さ
い

消
火
器
な
ど
の
不
適
切
な

訪
問
販
売
や
点
検

彦根市消防本部予防課☎22-0332・FAX22-9427

観
光
振
興
と
交
流
促
進

　

湖
東
圏
域
の
魅
力
を
活
か
す
た
め
、圏
域

を
縦
断
す
る
近
江
鉄
道
や
中
山
道
な
ど
の

街
道
な
ど
を
基
軸
と
し
た
エ
コ
な
観
光
に

着
目
し
、び
わ
こ
湖
東
路
観
光
協
議
会
な
ど

を
核
に
し
て
、滞
在
を
目
的
と
し
た
「
着
地

型
の
観
光
振
興
」
に
よ
る
交
流
人
口
（
地
域

に
訪
れ
る
人
の
数
）
の
増
加
や
滞
在
型
観
光
を

目
指
し
ま
す
。

び
わ
こ
湖
東
路
観
光
協
議
会

　

圏
域
の
観
光
資
源
で
あ
る
彦
根
城
、
多
賀

大
社
、
湖
東
三
山
な
ど
を
掲
載
し
た
季
刊
の

観
光
情
報
誌
の
発
行
や
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
発

行
す
る
観
光
情
報
誌
へ
の
広
告
の
掲
出
な

ど
、
圏
域
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

県
外
に
住
む
中
学
生
に
、
修
学
旅
行
で
田

植
え
や
野
菜
の
収
穫
な
ど
の
農
作
業
や
郷

土
料
理
づ
く
り
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
い
、

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲 

良 

町
、
多
賀
町
と
の

広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

圏
域
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
に
触
れ
、
地
元

の
人
々
と
交
流
す
る
民
泊
（
体
験
型
観
光
）
の

受
け
入
れ
に
も
力
を
入
れ
、
教
育
旅
行
の
誘

致
を
進
め
て
い
ま
す
。

湖
東
圏
域
エ
コ
交
通
推
進
事
業

　

圏
域
内
の
近
江
鉄
道
の
各
駅
や
観
光
施

設
な
ど
で
自
転
車
の
乗
り
捨
て
が
で
き
る

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
「
め
ぐ
り
ん
こ
」
を
設
置

し
、
来
訪
者
の
利
便
性
向
上
と
、
自
転
車
で

さ
ま
ざ
ま
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
っ
て
も

ら
う
こ
と
に
よ
る
滞
在
時
間
の
延
伸
を
図

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

駅
を
起
点
と
し
た
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
拠

点
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
交
通
機

関
や
自
転
車
を
活
用
し
た
、
ス
ロ
ー
で
エ
コ

な
観
光
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

観
光
企
画
課
☎
30-

６

１
２
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番

「ふるさと交流体験（民泊）」　とは？
　県外の子ども達との交流を通じ、伝統や食文化など
を発信することを目的に、教育旅行（修学旅行など）を
一般家庭で受け入れる取り組みです。
受入家庭を募集しています
　受入家庭では、特別なことをする必要はありません。
「ありのままの彦根の暮らし」を子ども達と共有して
ください。参加した子ども達は、彦根の豊かな自然や
城下町の風情の中で、田んぼや畑での農作業や郷土料
理づくりなど、都市では味わうことのできない彦根な
らではの思い出をたくさん作っています。また、受入
家庭の皆さんからは「子ども達との触れ合いで元気が

でた」と聞いてい
ます。
　皆さんも、子ど
も達と楽しい時間
を過ごしてみませ
んか。詳しくはお
問い合わせくださ
い。

受入日程　5 月 30 日㈬～同 31 日㈭の 1 泊 2 日　
横須賀市立大津中学校（神奈川県）3 年生の皆さん

受入条件　受入人数は 1 家庭当たり 4 人 (6 畳のお部屋
が 1 つあれば大丈夫です )

体験内容（例）　郷土遊び体
験 ( カロムなど )、琵琶湖の
清掃、荒神山や城下町の
散策、農作業、郷土料理・
お菓子づくり　など

行程（例）
＜ 1 日目＞入村式→昼食

→各家庭での交流・体験
→夕食→就寝

＜ 2 日目＞起床→朝食→
各家庭での交流・体験→昼食→退村式

※子ども達には、受入家庭と一緒に食事づくりも体験
してもらいます。

※受入家庭には、受入人数に応じて体験指導料をお支
払いします。

問い合わせ先　 観光企画課☎ 30-6120
　　　　　　　 農林水産課☎ 30-6118

ふるさと交流体験 (民泊 )の受入家庭を募集しています


